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１
・
１　

駐
日
代
表
が
元
旦
の
祝
辞

許
世
楷
駐
日
代
表
が
元
旦
の
祝
辞
。 

「
台
日
関
係

が
ま
す
ま
す
良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
、
一
層
努

力
し
て
参
り
た
い
」
と
。
ま
た
「
日
本
か
ら
の
観
光

客
を
台
湾
の
地
方
に
ど
う
引
き
つ
け
る
か
が
課
題
。

日
本
人
や
日
本
の
歴
史
に
関
す
る
名
所
、
旧
跡
に
標

識
や
記
念
碑
を
立
て
る
と
言
っ
た
誘
致
活
動
を
関
係

機
関
に
お
願
い
し
て
い
る
」
こ
と
も
明
ら
か
に
。

１
・
４　

空
前
の
日
本
語
ブ
ー
ム

朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
台
湾
で
は
日
本
語
学
習
が

空
前
の
ブ
ー
ム
。
昨
年
十
二
月
の
日
本
語
能
力
試
験

の
受
験
者
数
は
過
去
最
高
。
高
校
の
第
二
外
国
語
で

日
本
語
を
学
ぶ
生
徒
は
二
万
人
を
超
え
た
と
い
う
。

も
と
も
と
親
日
的
な
土
壌
が
あ
る
上
、
ア
ニ
メ
や
Ｔ

Ｖ
ド
ラ
マ
な
ど
日
本
発
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
流

行
が
ブ
ー
ム
を
後
押
し
し
て
い
る
そ
う
だ
。

１
・
５　

台
湾
新
幹
線
が
開
業
一
周
年

日
本
の
新
幹
線
技
術
を
海
外
で
初
採
用
し
た
台
湾

高
速
鉄
道
が
開
業
し
て
一
年
。
十
二
月
末
ま
で
の
累

積
乗
客
数
は
千
五
百
五
十
五
万
人
。
台
湾
西
部
全
域

で
「
一
日
生
活
圏
」
を
実
現
し
た
と
さ
れ
る
。

１
・
８　

保
護
さ
れ
る
日
本
時
代
建
築

朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
台
湾
に
は
約
百
二
十
カ
所

の
日
本
時
代
の
建
築
物
が
史
跡
や
歴
史
建
築
に
指
定

さ
れ
、
保
護
を
受
け
て
い
る
。
民
進
党
政
権
誕
生

後
、
こ
う
し
た
動
き
が
加
速
し
た
と
い
う
。
行
政
院

文
化
建
設
委
員
会
は
「
日
本
時
代
は
多
く
の
建
造
物

が
建
て
ら
れ
、
台
湾
の
建
築
文
化
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
。
残
さ
れ
た
日
本
建
築
は
そ
う
し
た
歴
史
の

証
明
に
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

１
・
９　

長
崎
県
産
ミ
カ
ン
に
期
待

長
崎
新
聞
に
よ
る
と
、
長
崎
県
産
の
ミ
カ
ン
が
昨

年
十
二
月
に
初
め
て
台
湾
に
輸
出
、
現
地
の
百
貨
店

な
ど
で
販
売
さ
れ
た
。
す
で
に
イ
チ
ゴ
も
輸
出
さ
れ

て
お
り
、
Ｊ
Ａ
全
農
県
本
部
は
県
産
農
作
物
の
販
路

拡
大
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

１
・
９　

石
垣
の
魅
力
を
伝
え
た
い

石
垣
空
港
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
乗
り
入
れ
る
華
信

航
空
の
親
会
社
、
中
華
航
空
の
担
当
者
ら
が
大
浜
長

照
・
石
垣
市
長
を
訪
問
。
今
年
二―

六
月
に
十
三
便

を
運
航
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
、「
石
垣
の
魅
力

を
台
湾
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

飛
ば
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

１
・
19
～
20　

人
気
定
着
の
朝
日
町
産
リ
ン
ゴ

台
北
市
の
百
貨
店
八
店
舗
で
、
山
形
県
朝
日
町
産

リ
ン
ゴ
を
売
り
込
む
フ
ェ
ア
。
旧
正
月
に
合
わ
せ
た

贈
答
品
と
し
て
輸
出
し
た
八
ト
ン
が
高
値
で
完
売
し

た
。
フ
ェ
ア
は
三
年
連
続
で
、
同
町
産
リ
ン
ゴ
は
人

気
商
品
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

１
・
22　

修
学
旅
行
生
を
農
家
が
受
け
入
れ

青
森
県
十
和
田
市
は
高
雄
市
の
修
学
旅
行
生
を
二

泊
三
日
の
日
程
で
受
け
入
れ
、
市
内
農
家
へ
の
宿
泊

や
農
業
体
験
な
ど
を
さ
せ
た
。

１
・
22　

人
気
の
道
産
品
で
商
談
会

北
海
道
産
食
品
の
人
気
が
高
ま
り
を
見
せ
る
台
湾

市
場
で
の
販
路
拡
大
を
目
指
す
「
北
海
道
商
談
会
ｉ

ｎ
台
北
２
０
０
８
」
が
台
北
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

１
・
22
～
23　

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
検
討
中

与
那
国
町
の
要
請
を
受
け
、「
国
際
カ
ジ
キ
釣
り

大
会
」
に
合
わ
せ
た
与
那
国
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
乗
り
入
れ
を
検
討
す
る
復
興
航
空
の
担
当
者
が
同

空
港
を
視
察
し
、「
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
」
と
。

１
・
30　

地
吹
雪
体
験
に
参
加
者
急
増

陸
奥
新
報
に
よ
る
と
、
五
所
川
原
市
の
名
物
「
地

吹
雪
体
験
」
に
今
冬
、
台
湾
か
ら
の
参
加
者
が
急
増

し
て
い
る
。

２
・
１　

ノ
ー
ビ
ザ
滞
在
期
間
が
延
長

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録
⒆

【
平
成
20
年
１
月
１
日
〜
３
月
26
日
】



30

日
本
人
観
光
客
の
ノ
ー
ビ
ザ
滞
在
が
三
十
日
か
ら

九
十
日
に
延
長
さ
れ
た
。
日
本
が
平
成
十
七
年
に
同

様
の
措
置
を
と
っ
た
の
に
対
応
し
た
。

２
・
７　

高
雄
で
キ
ノ
コ
生
産
工
場

キ
ノ
コ
生
産
大
手
の
「
ホ
ク
ト
」
が
高
雄
市
郊
外

に
キ
ノ
コ
生
産
工
場
を
建
設
す
る
と
発
表
し
た
。
平

成
二
十
一
年
か
ら
収
穫
を
始
め
る
。

２
・
10　

出
雲
で
台
湾
人
客
が
増
加

平
成
十
九
年
の
一
年
間
に
松
江
、
出
雲
地
域
の
有

料
観
光
施
設
を
利
用
し
た
外
国
人
観
光
客
数
は
前
年

比
四
割
増
の
約
三
万
四
千
九
百
人
で
、
国
別
で
は
台

湾
人
観
光
客
が
同
七
割
増
の
一
万
四
千
五
百
人
で
最

多
だ
。

２
・
15　

二
二
八
事
件
の
聞
き
取
り
調
査

「
台
湾
二
二
八
事
件
沖
縄
調
査
委
員
会
」
の
台
湾

側
メ
ン
バ
ー
が
沖
縄
県
で
、
同
事
件
に
巻
き
込
ま
れ

た
同
県
民
に
聞
き
取
り
調
査
。
事
件
で
は
四
人
の
県

民
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
同
委
員
会
は
日
本

人
犠
牲
者
へ
の
補
償
金
支
給
を
訴
え
て
行
く
と
い

う
。

２
・
16　

北
海
道
で
天
灯
祭
り

願
い
事
を
書
い
た
紙
製
の
ラ
ン
タ
ン
を
空
に
飛
ば

す
台
湾
の
伝
統
行
事
・
天
灯
祭
り
が
北
海
道
津
別
町

で
初
め
て
行
わ
れ
た
。

２
・
17　

阪
急
百
貨
店
が
台
北
で
出
店
へ

朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
阪
急
百
貨
店
が
台
北
市
に

初
出
店
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。
統
一
企
業
グ
ル
ー

プ
と
の
合
弁
で
、
平
成
二
十
二
年
三
月
の
開
業
を
目

指
す
。

２
・
18　

釧
路
産
コ
ン
ブ
を
Ｐ
Ｒ

釧
路
昆
布
普
及
協
議
会
が
台
湾
を
訪
問
し
、
釧
路

産
ナ
ガ
コ
ン
ブ
の
Ｐ
Ｒ
を
開
始
。
か
つ
て
は
台
湾
市

場
を
席
巻
し
て
い
た
が
、
今
で
は
中
国
産
に
押
さ
れ

気
味
の
た
め
、
挽
回
を
図
る
。

２
・
18　

外
国
人
議
員
へ
の
最
高
勲
章
を

陳
水
扁
総
統
は
日
華
議
員
懇
談
会
の
佐
藤
信
二
前

会
長
と
平
沼
赳
夫
会
長
を
総
統
府
に
招
き
、「
台
日

間
の
実
務
的
な
友
好
関
係
の
促
進
に
尽
力
し
た
」
と

し
て
、
外
国
人
議
員
に
贈
る
最
高
勲
章
「
大
綬
景
星

勲
章
」
を
授
与
し
た
。
両
氏
は
「
日
本
国
民
の
栄
誉

だ
」
と
述
べ
た
。

２
・
21　

ね
ぶ
た
の
ハ
ネ
ト
が
登
場

台
南
県
で
開
幕
し
た
「
台
湾
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
二
〇
〇
八
」
に
青
森
県
レ
ク
ダ
ン
ス
連
絡
会

「
ス
テ
ッ
プ
メ
イ
ツ
」
が
ね
ぶ
た
祭
の
ハ
ネ
ト
姿
で

舞
台
に
登
場
、
喝
采
を
浴
び
た
。

２
・
21　

高
雄
県
長
に
訪
日
要
請

東
京
都
八
王
子
市
の
田
中
正
美
・
副
市
長
が
楊
秋

興
・
高
雄
県
長
を
訪
問
。
大
学
連
盟
、
都
市
外
交
等

の
交
流
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
と
と
も
に
、
同

県
長
の
訪
日
を
要
請
。

２
・
22　

台
湾
で
「
白
い
プ
リ
ン
」
を
製
造
販
売　

乳
製
品
メ
ー
カ
ー
牧
家
は
、
台
湾
の
飛
牛
牧
場
と

提
携
し
、
ヒ
ッ
ト
商
品
「
白
い
プ
リ
ン
」
を
同
国
内

で
製
造
販
売
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

２
・
22　
「
台
湾
産
は
安
全
だ
」

日
本
の
消
費
者
の
多
く
が
「
台
湾
産
」
を
「
中
国

産
」
と
混
同
す
る
な
か
、
中
国
製
毒
餃
子
事
件
に
よ

り
台
湾
の
加
工
食
品
や
農
産
物
を
扱
う
貿
易
関
係
者

が
困
惑
し
て
い
る
た
め
、
台
湾
の
対
外
貿
易
発
展
協

会
（
ジ
ェ
ト
ロ
に
相
当
）
の
葉
明
水
副
秘
書
長
が
都

内
で
「
中
国
産
と
異
な
る
台
湾
産
の
安
全
性
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

２
・
26　

金
沢
で
誘
客
計
画

金
沢
商
工
会
議
所
は
六
月
の
小
松―

台
湾
定
期
便

の
就
航
に
向
け
、
台
北
、
高
雄
の
経
済
団
体
と
連
携

し
、
現
地
で
観
光
誘
客
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
な
ど
、
二

〇
〇
八
年
度
の
事
業
計
画
案
を
発
表
し
た
。

２
・
26　

梨
が
縁
の
交
流
拡
大
を
約
束

亜
東
関
係
協
会
の
陳
鴻
基
会
長
ら
が
鳥
取
県
庁
に

平
井
伸
治
知
事
を
表
敬
訪
問
。
二
十
世
紀
梨
を
縁
に

展
開
さ
れ
て
い
る
台
湾
と
鳥
取
県
と
の
交
流
を
観
光
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や
経
済
、
文
化
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
深
め
て

行
く
こ
と
を
約
束
。

３
・
４　
「
お
し
ん
」
で
観
光
客
誘
致

読
売
新
聞
に
よ
る
と
、
平
成
十
八
年
度
に
山
形
県

を
訪
れ
た
外
国
人
の
過
半
数
は
台
湾
人
（
三
万
二
千

八
百
六
十
人
）。
そ
こ
で
同
県
は
二
十
年
度
に
台
湾

に
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
事
業
な
ど

に
三
百
二
十
万
円
を
計
上
。
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
を
目

指
し
、
一
層
の
誘
致
を
図
る
方
針
。
同
県
を
舞
台
に

し
た
ド
ラ
マ
「
お
し
ん
」
が
台
湾
で
大
人
気
に
な
っ

た
こ
と
に
着
目
し
、
ド
ラ
マ
関
連
の
地
を
巡
る
ツ
ア

ー
の
企
画
な
ど
も
行
う
。

３
・
４　

ヤ
マ
ト
が
国
際
宅
急
便

ヤ
マ
ト
運
輸
は
台
湾
で
の
宅
配
便
事
業
の
提
携
先

で
あ
る
統
一
速
達
を
通
じ
て
、
台
湾
か
ら
日
本
へ
の

「
国
際
宅
急
便
」
の
受
け
付
け
を
始
め
た
と
発
表
。

同
地
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
全
店
な
ど
を
窓
口
に
統
一

速
達
が
集
荷
し
、
ヤ
マ
ト
グ
ル
ー
プ
が
発
送
や
日
本

で
の
配
達
を
担
う
。

３
・
８
「
与
那
国
は
東
西
を
結
ん
で
発
展
す
る
」

許
志
仁
・
対
外
貿
易
発
展
協
会
理
事
長
が
与
那
国

町
を
訪
問
。
与
那
国
島
と
台
湾
が
約
百
十
キ
ロ
し
か

離
れ
て
い
な
い
と
し
、「
台
湾
と
沖
縄
は
一
つ
の
経

済
圏
。
人
と
物
の
往
来
が
自
由
に
な
れ
ば
、
互
い
に

発
展
す
る
」
と
期
待
感
を
示
し
た
上
で
、「
与
那
国

は
日
本
の
西
端
で
観
光
の
終
点
だ
が
、
台
湾
と
往
来

で
き
れ
ば
東
西
を
繋
ぐ
経
由
地
に
な
る
。
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
の
魅
力
も
あ
り
、
繁
栄
す
る
だ
ろ
う
」
と

強
調
し
た
。

３
・
９　

高
速
艇
就
航
の
計
画

琉
球
新
報
に
よ
る
と
、
与
那
国
町
の
姉
妹
都
市
、

花
蓮
市
の
船
会
社
が
平
成
二
十
一
年
を
目
処
に
双
方

を
結
ぶ
高
速
艇
を
就
航
さ
せ
る
計
画
を
進
め
て
い
る

と
い
う
。

３
・
９
～
13　

ド
ラ
マ
ロ
ケ
で
誘
客
に
期
待

日
本
の
人
気
漫
画
「
ハ
チ
ミ
ツ
と
ク
ロ
ー
バ
ー
」

を
原
作
に
し
た
台
湾
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
が
瀬

戸
大
橋
、
直
島
な
ど
香
川
県
内
で
。
県
観
光
振
興
課

は
「
ド
ラ
マ
の
放
映
に
合
わ
せ
、
台
湾
で
ロ
ケ
地
を

は
じ
め
香
川
の
名
所
を
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
た

い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

３
・
23　

国
民
党
勝
利
と
産
経
の
訴
え

総
統
選
挙
で
国
民
党
候
補
の
馬
英
九
氏
が
勝
利
し

た
こ
と
を
受
け
、
産
経
新
聞
は
社
説
で
「
台
湾
は

徐
々
に
中
国
寄
り
に
変
わ
る
可
能
性
」
を
指
摘
、

「
台
湾
は
日
本
の
生
命
線
で
も
あ
る
。
そ
の
台
湾
の

変
化
に
、
従
来
以
上
の
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
き
た

い
」
と
訴
え
た
。

３
・
25　

唯
一
現
存
す
る
狛
犬

今
日
新
聞
に
よ
る
と
、
屏
東
県
恒
春
の
天
后
宮
の

門
前
に
あ
る
一
対
の
獅
子
の
石
像
が
、
付
近
に
あ
っ

た
日
本
時
代
の
北
門
神
社
の
狛
犬
で
あ
る
こ
と
が
研

究
者
の
調
べ
で
わ
か
っ
た
。
台
湾
で
現
存
す
る
神
社

の
狛
犬
は
こ
れ
が
唯
一
だ
と
い
う
。

３
・
25
～
27　

姉
妹
大
学
の
交
流

台
南
大
学
は
姉
妹
校
で
あ
る
埼
玉
大
学
の
教
授
を

招
き
、
教
員
養
成
教
育
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
両

校
は
長
年
に
わ
た
っ
て
学
術
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

３
・
26　

馬
氏
に
対
日
関
係
の
前
進
促
す

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
に
よ
る
と
、
李
登

輝
前
総
統
は
「
台
湾
は
技
術
力
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
に
も
技
術
提
携
な
ど
日
本
と
の
関
係
を
良
く
す
べ

き
だ
」
と
、
総
統
選
挙
で
勝
利
し
た
馬
英
九
氏
に
対

日
関
係
の
前
進
を
強
く
促
し
た
。

３
・
26　

白
川
郷
へ
の
台
湾
人
客
が
激
増

中
日
新
聞
に
よ
る
と
、
昨
年
、
岐
阜
県
白
川
村
を

訪
れ
た
台
湾
人
観
光
客
は
前
年
の
六
万
六
千
人
か
ら

九
万
三
千
人
へ
と
激
増
。
同
村
は
台
湾
か
ら
中
部
国

際
空
港
や
石
川
県
の
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
増

え
、
金
沢
-
白
川
-
高
山
ル
ー
ト
の
ツ
ア
ー
客
が
増

え
た
た
め
と
分
析
し
て
い
る
。

【
永
山
英
樹
】


